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「ふるさと・坂祝学習」真っ最中 
 

【令和７年度 第２回学校運営協議会 会議内容】 
１０月２９日（水）に坂祝中学校で令和７年度第２回学校運

営協議会と、地域・園・学校協働本部が開かれました。 

 会の前には中学校生徒会の皆さんが、10 月 31 日（金）に来

町された県知事に対して提言する内容を発表しました。人口減少を防ぐた

めに生徒自ら考えた内容を堂々と発表しました。 

 

その後、小中学校長から今年度の学校経営方針の進捗状況の説明がありま

した。小学校は、運動会の頑張った姿の紹介の後、今、全国的に課題となって

いる不登校やいじめの現状と、その予防対策や事後の指導などについて丁寧

な説明がありました。中学校では、進路を踏まえて全国学習状況調査から、坂

祝中学校の学力の良かった点と今後の考えていく点に説明がありました。また、質問紙から地域に貢献

したいと思う生徒が多いという嬉しい報告もありました。 

《質疑・意見等》 

・2学期制になってどのような反響があるか？ 

(小学校長)子どもは何も感じていないが、教師は夏休み中に成績処理ができるので働き方改革につながった。 

(中学校長)生徒会の役員替えと 2学期制の時期が重なってわかりやすくなった。定期考査が３回から 4 回 

     に増えたが、1回の試験範囲は狭くなった。 

   （保護者から)親としては 2学期制になって高校受験の情報が迷走していると感じている。 

⇒学校から知っている情報は今後も継続して流していく。 

   ・いじめでは 4月の頃と中学 1年生が多いという結果があったが対応が徹底している。いじめや不登校に対 

して学校が努力していることが分かった。 

  ・楽しく元気に帰ってくる姿をみると学校生活を楽しんでいるのではないかと思う。 

・子どもに関する News が連日流れるが、対社会に関する指導はあるか？ 

             ⇒News で聞いたことを子どもにわかりやすく伝えるように話している。 

・全国学習状況調査質問紙の「将来に夢をもっているか」で半数以上が夢をもっていない、と答えたことは驚 

いた。 ⇒CS をはじめ、地域の皆さんで夢をもてるように支援をお願いしたい。 

・小学校の運動会の応援の整列がみごとだった。「よさこい」をやらなかったのは子どもの意見か？ 

     ⇒来年度はわからないが、子どもたちは楽しんでやっている。 

  

    【令和７年度 第２回地域・園・学校協働本部 分科会の内容】 
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ほぎもん

 

【ふるさと・絆委員会】 

・落ち葉はき、あいさつ活動、全

校福祉活動について確認。また、

生徒が将来の夢をもてるような活

動を今後考えていく。 

 

【地域・スポーツ委員会】 

・10 月 19 日に行われたスポレクの

ことについてなど、それぞれの立場

から意見を頂き、来年度の開催内容

について参考となった。 

【多文化共生委員会】 

・国籍に関係なく、子どもの居場

所づくりとなれるような活動や

場を考えていこうという話し合

いがあった。 
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【中学校】◆伝統文化を学ぶ会 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆全校福祉活動 

 全校生徒による福祉活動が、11 月 21 日（金）にありました。あらかじめ自治

会役員さんとの打ち合わせをしました。自治会

によっては、生徒にどんな活動をするとよい

かの意見を聞いたところもありました。自分

たちの考えで行ったためか、次の週の自治会

による年末掃除では、大人が感心するくらい

美しかったそうです。また、生徒とスポーツ交

流するなど、楽しい時間を過ごした地域もありました。各自治会の皆様、ご協

力ありがとうございました。 

◆中学校通学路の落ち葉はき活動 

 例年行っている中学校の落ち葉はきですが、12 月 9、10 日に今回も中学生

と一緒に行いました。ＣＳ委員以外に今回も坂祝町防災協力会のご協力も得

られたおかげで、落ち葉で道底が見えなかった通学路でしたが、きれいにな

って、安全に登校できるようになりました。枯葉は今後も落ちてくるので時

期をみて今後も行う予定です。 

落ち葉はきだけでなく、あいさつ活動も兼ねて行いましたが、登校途中で、

「おはようございます。」「ありがとうございます。」と進んで声をかけてく 

る生徒の姿がありました。 

平井正則さん 安田栄学さん 

中田功さん  渡辺健次さん 
田中敏長さん 

高橋その子さん 丹羽捷子さん 

村田美代子さん 森艶子さん 竹内照子さん 

川合直子さん 

囲碁 

三品早苗さん 佐藤きみ子さん  

三品智恵子さん 

 

 

中野唯宏さん 

１年生が、11 月 5 日（水）に地域の方々から巧みな技や伝統遊びなどを教えてもらいました。 
初めての経験に挑戦し、基礎から教えていただきました。最初は戸惑いもありましたが、後半には音が出る
ようになるなど、どの活動も上達をしました。生徒からは「難しいけど楽しかった。」という意見が出まし
た。将来、何かのきっかけで思い出したり、役に立ったりすることがあるでしょう。 

 

篠笛 

水墨画 

茶道 

 

一刀彫

り 

着付け 

華道 

 

丹羽真理子さん 河合広江さん 

長野いづみさん 

盆踊り  

美しくなった通学路 
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◆中学校合唱祭 

 12 月 19 日（金）に体育館で合唱発表会がありました。全校による

校歌と友愛と有志によるロックバンドを皮切りに各学級、各学年合唱の

発表がありました。合唱の前には学級で学級目標に向かう姿勢や歌に込

めた思いの紹介がありました。今年は講師として、合唱指導をしていた

だいている西尾諭子さんに丁寧な

評価をしていただきました。西尾さんからは「合唱を聞い

て最高に幸せな気分になった。合唱は声を合わせて作るも

ので気持ちを込めることが大切」などの話をしていただき

ました。最後に西尾さんによる「いのちの歌」の独唱を聞

き、歌のよさを感じて終えることができました。 

◆中学生議会 

12 月 23 日（火）に議場で中学生議会が行われました。これは、社会科（公民）の授業の一環

で行われたものです。行政役になった町議会議員に対して、中学 3 年生 6 名が議員役になって

一般質問をしました。公園の時計の設置や町の行事を増

やしてほしいなど中学生ならではの視点から堂々と質

問をしました。町長、副町長、教育長、企画課長、教育

課長、こども課長になった議員からはそれぞれの質問に

対して丁寧な返答がありました。今年は、再質問を繰り返して議論を交わすなど坂祝町の未来

を考えた頼もしい姿がありました。 

 

【小学校】 

 ◆２年生 町内施設見学  

11 月 19 日（水）に 2年生が生活科の施設巡りの一環で中央

公民館を訪れました。公民館建設の目的などについて説明を

受けました。その後、図書室の司書の先生から利用の様子な

どについて説明を受けた後、実際に本を借りました。ふだん

利用している公民館の成り立ちを知ることができ、今まで以

上に身近に感じることができました。 

 

◆６年生 多文化共生授業 

12 月 18 日（木）に６年生では、美濃加茂市国際交流協会から招いた中国、リトアニア、イ

ギリス、フランス、アメリカ、ブラジル、ベトナム出身の講師からそれぞれの国の食べ物や観

光名所など特色を聞きました。その後、子どもたちから講師の方に向けた坂祝の紹介の発表が
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ありました。坂祝の紹介にあたっては、歴史、名所、地

形、祭り、農業、政治など聞きたい内容ごとにグループ

に分かれて坂祝の方々に教えていただいたその内容を

もとにクイズやプレゼンなどで紹介しました。講師の

方々は、子どもたちが出すクイズを真剣に考えて答えて、

間違うと大変残念がる姿がありましたが、「子どもたちが一生懸命説明してくれて、とても楽し

かった。」と、感想を述べられました。 

最後の子どもたちのあいさつの中で「さかほぎの魅力をわかっていただけましたか。」という

投げかけに「はい」と笑顔で答える場面もあるなど、坂祝のよさを海外の方々にも広めること

ができた子どもたちでした。 

当日参観された、複数の地域講師の方々からは「教えたことを自分たちなりに解釈をし、さ

らには調べることもして紹介している姿に感心した。」と、話されていました。 

◆３年生 黒岩まつりばやし 

3 年生は、黒岩祭囃子保存会の方々からお祭りやお囃子などにつ

いて教えていただき、運動会の演技でも発表しました。12 月 18 日

には保存会の方々から獅子舞の動きには意味があることやその動

かし方を教わりました。 

子どもたちは、保存会のご協力の 

下で作成した段ボール箱の獅子頭を 

持って獅子舞の動きを練習しました。教わったことをもとに、23

日（火）にお囃子に合わせて獅子舞を披露しました。一人一人個

性のある獅子頭が一斉に動く姿は圧巻でした。楽しみながら一生

懸命に演舞する子どもたちの姿から、伝統を引き継いで、将来獅 

     子舞を演舞する子どもたちが出てくるような熱気でした。 

 

【多文化共生委員会・地域スポーツ委員会】   

◆スポーツレクリエーション 

11 月 15 日（土）にテクノラインホール（東館）にて、「す

まいるひろば」とスポーツ推進委員によるスポーツ交流会が

開かれました。これは、外国籍児童生徒へ支援をしている「す

まいるひろば」が「スポーツに言葉の壁はない」という思い

から、国籍に関係なくなかよくなりましょうという願いのも

とで行った取組で、昨年度に続き 2回目です。カローリング

やボッチャなどの軽スポーツを行いました。年少児から中学生

まで保護者も入れると今年も総勢５０人程の参加があり、大人や子どもに関係なく楽しくにぎ

わいました。 

12 月 18 日の事前練習 

健康を願う獅子舞の頭かみ 


